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令和３年度第２回  

富士見市障害者施策推進協議会議事録  

日  時  令 和 ３ 年 １ １ 月 ２ ６ 日 （ 金 ）  
開 会  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分  
閉 会  午 前 １ １ 時 １ ５ 分  

場  所  富 士 見 市 民 総 合 体 育 館 ３ 階  多 目 的 室 １ ． ２  

出 席 者 

委 員  

小 菅 委 員  田 嶋 委 員  朝 倉 委 員  阿 部 委 員  小 川 委 員  

○  〇  欠  ○  〇  

木 内 委 員  小 池 委 員  国 分 委 員  小 寺 委 員  瀬 尾 委 員  

欠  ○  ○  ○  ○  

高 橋 委 員  長 澤 委 員  橋 本 委 員  藤 山 委 員  古 川 委 員  

○  ○  ○  ○  ○  

細 野 委 員  和 田 委 員     

〇  欠     

事 務 局  
障 が い 福 祉 課  益 子 課 長 、 水 口 副 課 長 、 三 浦 係 長 、  
池 田 主 任 、 桐 谷 主 任  

公 開 ・  

非 公 開  
公 開 （ 傍 聴 者 な し ）  

議 題  

１ .協 議 会 開 会  

２ .人 事 異 動 に よ る 委 員 紹 介  

３ .会 長 あ い さ つ  

４ .各 部 会 報 告  

５ .協 議 事 項  

（ １ ） 特 別 支 援 学 校 卒 業 後 の 進 路 に つ い て  

（ ２ ） 障 が い 者 差 別 に 関 す る 相 談 状 況 に つ い て  

６ .そ の 他  

７ .閉 会  
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1.  開 会  

2.  人 事 異 動 に よ る 委 員 紹 介  

・ 富 士 見 市 障 が い 者 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー 所 長 の 藤 山 委 員 が

異 動 し た こ と に よ り 、 鶴 澤 委 員 が 就 任 。  

3.  会 長 あ い さ つ  

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 第 6 波 に 注 意 し て 過 ご し て ほ し い 。本 日 も

忌 憚 の な い 意 見 を お 願 い し た い 。  

4.  各 部 会 報 告  

(1）  相 談 支 援 部 会  

第 １ 回 目 を 7 月 16 日 （ 金 ） 開 催 。 支 援 状 況 や 課 題 を 共 有 。

地 域 生 活 支 援 拠 点 に つ い て は 、 各 事 業 所 へ 書 面 や 直 接 で 説 明 。

現 在 の 登 録 は 、児 童 1 名 、緊 急 案 件 2 名 。菅 野 病 院（ 埼 玉 県 委

託 事 業・和 光 市 内 ）が 行 う 精 神 科 ア ウ ト リ ー チ は 、地 域 で 安 心

し て 暮 ら し 続 け ら れ る よ う 、多 職 種 に よ る 訪 問 支 援 を す る 取 組

み と し て 、富 士 見 市 民 の 利 用 も あ り 。専 門 チ ー ム 別 の 課 題 の 共

有 と し て 、児 童 チ ー ム は 、医 療 的 ケ ア 児 支 援 事 業 に つ い て 、行

動 援 護 や 塾 型 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 、重 度 障 が い や 歩 け る 医 療

的 ケ ア 児 を 受 け 入 れ る 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 が 少 な く

外 出 支 援 が で き な い こ と 、人 材 育 成 方 法 の 捻 出 な ど 。精 神 チ ー

ム は 、地 域 課 題 の 情 報 共 有 と 共 に 、人 材 育 成 や 若 い 職 員 の ネ ッ

ト ワ ー ク づ く り の 必 要 性 、就 労 チ ー ム は 、特 別 支 援 学 校 の 進 路

担 当 と の 情 報 共 有 な ど を 協 議 し た 。 次 回 会 議 は 、 12 月 13 日 。 

補 足 と し て 、基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー の 職 員 が 、高 校 か ら 依 頼 が

あ れ ば 伺 い 、障 害 者 手 帳 の 対 象 か 否 か 等 の 相 談 支 援 を し て い る

が 、家 庭 の 受 容 が 困 難 な こ と が 課 題 。ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の

訪 問 や 特 別 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 派 遣 。特 別 支 援 学 校 卒 業 生

の 就 職 状 況 を 追 っ て 調 査 し 、 過 去 10 年 程 度 で 約 50 名 中 1 名

不 明 。  

(2）  権 利 擁 護 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

第 1 回 目 を 10 月 26 日 開 催 。委 員 の 活 動 状 況 を 紹 介 。今 回 の

委 員 は 、あ い サ ポ ー ト 運 動 の 当 事 者 メ ッ セ ン ジ ャ ー で あ り 、コ

ミ ュ ニ テ ィ ラ ジ オ の パ ー ソ ナ リ テ ィ を す る 中 、ヘ ル プ マ ー ク の
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普 及 啓 発 活 動 を し て い る 。本 年 度 の 協 議 事 項 と し て は 、手 話 言

語 条 例 の 推 進 方 針 の 見 直 し 。こ れ ま で の 取 組 と 実 績 、社 会 情 勢

を 確 認 し な が ら 、文 言 の 整 理 を 行 う 。ま た 、代 読 代 筆 支 援 と ヘ

ル プ マ ー ク や 、災 害 時 の 避 難 に つ い て な ど 、富 士 見 市 防 災 計 画

の も と 、 危 機 管 理 課 に 講 和 を 依 頼 す る 。 次 回 は 11 月 29 日 。  

5.  協 議 事 項  

(1)  特 別 支 援 学 校 卒 業 後 の 進 路 に つ い て  

資 料 に 沿 っ て 、 委 員 が 説 明  

毎 年 、富 士 見 特 別 支 援 学 校 、所 沢 お お ぞ ら 支 援 学 校 、今 年 は

和 光 特 別 支 援 学 校 、市 内 障 害 者 支 援 事 業 所 、就 労 支 援 セ ン タ ー 、

行 政 と で 協 議 の 場 を 設 け 、不 本 意 な 在 宅 を 出 さ な い よ う に 努 め

て い る 。  

他 市 で は 受 け 入 れ の で き な い 自 閉 傾 向 が 強 い 児 童 を 市 内 NPO

法 人 が 受 け 入 れ て い る が 、 富 士 見 特 別 支 援 学 校 で は ど う か 。  

受 入 の 不 可 は な い 。  

卒 業 後 の 進 路 に 係 る 就 労 ア セ ス メ ン ト に つ い て 、利 用 中 で 慣 れ

た 事 業 所 以 外 の 通 所 が 難 し い 子 は 、作 業 所 側 か ら 学 校 訪 問 を し

て 情 報 交 換 ・ ア セ ス メ ン ト を し て い る 。  

社 会 福 祉 協 議 会 で は 、ふ れ あ い 相 談 を は じ め 、各 種 の ネ ッ ト ワ

ー ク を 活 か し 、相 談 の 際 の 気 づ き か ら 他 機 関 に つ な げ る こ と が

あ る 。  

成 年 後 見 人 に つ い て は 、富 士 見 市 社 会 福 祉 協 議 会 が 中 核 機 関 を

受 託 し た 。特 に 、障 が い の あ る 人 の 親 亡 き 後 の 相 談 が 多 数 あ り 、

制 度 の 説 明 と 関 係 機 関 と 連 携 し て つ な い で い る 。  

強 度 行 動 障 が い に よ り 卒 業 後 に 作 業 所 等 に な じ め な い ケ ー ス

は 、全 国 で も 各 事 業 所 が 苦 労 し て い る 中 、ゆ い の 里 や み よ し の

里 は 受 け 入 れ が で き て い る こ と に 評 価 す る 。医 療 的 ケ ア の 必 要

な 人 も 増 え て お り 、 職 員 体 制 の 課 題 の 話 し 合 い が 必 要 か 。  

包 丁 を 持 ち 出 す 、外 出 で き な い 、制 止 が 困 難 な 強 度 行 動 障 が い

は 珍 し く な い 。 生 徒 の う ち 、 18 歳 以 上 は 児 童 相 談 所 で の 対 象

と な ら な い た め 、所 属 す る 学 校 が 、地 域 や 市・保 健 所 と の 連 携 、

入 院 の 検 討 も し て い る 。ま た 、障 害 者 手 帳 を 持 っ て い な い グ レ

ー ゾ ー ン の 生 徒 は 、普 通 高 校 に 入 学 が で き て も 卒 業 や 就 職 が 難

し い 場 合 が あ る こ と も 課 題 。医 療 的 ケ ア 児 及 び そ の 家 族 に 対 す
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副 会 長  

る 支 援 に 関 す る 法 律 が 施 行 さ れ 、 国 等 の 責 務 が 明 ら か と な っ

た 。 多 く の 人 が 関 わ る 支 援 を し て い き た い 。  

地 域 と し て ど う 動 い て い く か が 課 題 と な る た め 、協 議 会 委 員 の

協 力 も よ ろ し く お 願 い し た い 。  

高 等 部 卒 業 後 、働 き だ し た 時 の 余 暇 支 援 の 事 業 所 が 少 な い 。強

度 行 動 障 が い ケ ー ス を 生 活 介 護 の 事 業 所 が 見 て い る 。働 く 作 業

所 等 と は 別 の 支 援 が な い と 生 活 は で き な い 。働 く こ と と 暮 ら す

こ と を セ ッ ト に し て 地 域 で 考 え て ほ し い 。富 士 見 特 別 支 援 学 校

は 、卒 業 に 際 し て 移 行 支 援 会 議 が あ り 、丁 寧 な 進 路 対 応 で あ る 。 

17 歳 の 行 動 障 が い の ケ ー ス 。 家 族 が 疲 弊 さ れ 、 警 察 官 通 報 で

保 健 所 対 応 と な っ た が 、 受 け 入 れ の 医 療 機 関 が 限 ら れ る た め 、

当 番 病 院 が 事 情 を 汲 ん で 期 間 限 定 で 入 院 で き た こ と が あ っ た 。 

引 き 続 き 、 検 討 課 題 と し て 取 り 組 ん で い き た い 。  

（ ２ ） 障 が い 者 差 別 に 関 す る 相 談 状 況 に つ い て  

資 料 に 沿 っ て 、 事 務 局 よ り 説 明  

ヘ ル プ カ ー ド に つ い て 、富 士 見 市 は あ る が 和 光 市 は 無 く 、さ い

た ま 市 は 、違 う 名 称 で 作 成 し て い る 。統 一 で き る よ う 、埼 玉 県

に 働 き か け て ほ し い 。  

あ い サ ポ ー ト 運 動 に つ い て 、 認 定 企 業 は 公 に な っ て い る か 。  

事 業 所 に は 、あ い サ ポ ー ト バ ッ ジ は も ち ろ ん 、ロ ゴ シ ー ル や 認

定 証 、 の ぼ り 旗 な ど を 渡 し て PR し て も ら っ て い る 。  

差 別 解 消 に つ い て 、 知 ら な い 人 に は 何 を ど う し て い る か 難 し

い 。具 体 的 に 進 め て い る と こ ろ の 紹 介 を し て い く と 理 解 が 進 ん

で い く と 思 う 。  

6.  そ の 他  

・ 障 害 者 週 間 啓 発 事 業 の お 知 ら せ 。 12 月 4 日 オ ン ラ イ ン イ ベ

ン ト を 行 う 。  

・各 部 会 に 所 属 の 委 員 は 決 定 し て い る が 、ど ち ら の 会 議 に も 参

加 が で き る 。  

7.  閉 会  

大 学 内 で は 、車 い す の 学 生 が 増 え た り 、障 害 者 手 帳 を 持 っ て い

な い グ レ ー ゾ ー ン の 学 生 も 増 え て お り 、対 応 が 課 題 と な っ て い

る 。 地 域 の 人 が 関 わ っ て 、 変 わ っ て い く こ と が あ る 。  

  


